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一
、
研
究
概
要
と
目
的

　

近
代
の
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、
茶
道
は
賓
客
の
も
て
な
し
や
日
本
文
化
の
表
演
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
日
本

茶
や
工
芸
品
の
輸
出
振
興
の
た
め
に
展
示
や
喫
茶
店
の
中
で
も
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
複
層
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
国
内
の
万
博
報
告
書
、
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
万
博
の
公
的
資
料
と
、
茶
産
業
界
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
日

本
茶
業
史
』
や
茶
業
雑
誌
、
海
外
向
け
に
発
行
さ
れ
た
冊
子
、
ま
た
茶
業
会
館
、
茶
業
研
究
所
、
茶
関
連
博
物
館

の
資
料
や
茶
業
関
係
者
が
保
存
し
て
い
る
個
人
記
録
の
調
査
に
よ
り
、
茶
道
が
万
博
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、近
代
茶
道
と
社
会
の
関
り
に
つ
い
て
、

茶
産
業
と
の
関
係
か
ら
新
た
な
一
面
を
見
い
だ
せ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
万
博
と
い
う
近
代
の
巨
大
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
展
開
は
、
開
催
地
で
の
茶
道
文
化
の
イ
メ
ー
ジ

形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
開
催
国
現
地
の
万
博
報
告
書
、
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

新
聞
等
の
報
道
や
周
辺
の
書
籍
な
ど
を
含
め
た
関
連
資
料
に
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
た
か
、
調
査
し
分
析
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
海
外
資
料
に
は
、
国
内
資
料
で
は
描
か
れ
な
か
っ
た
具
体
的
な
茶
席
の
様
子
も
記

録
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
国
内
の
資
料
の
欠
け
て
い
る
情
報
を
埋
め
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
万
博
の
開
催
地
の
現
地
調
査
で
の
資
料
調
査
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、
本
年
度
は
海
外

調
査
が
不
可
能
な
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
国
内
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
な
海
外
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
中

心
に
調
査
を
行
っ
た
。
今
報
告
書
に
は
、
明
治
期
（
前
期
と
し
て
20
世
紀
初
頭
ま
で
）
の
主
な
万
博
で
展
開
さ
れ

た
茶
道
に
つ
い
て
、
本
年
度
の
ふ
じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
研
究
紀
要
に
寄
稿
す
る
原
稿
の
要
約
を
添

付
す
る
。

二
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

明
治
末
期
以
降
の
万
博
に
示
さ
れ
た
茶
道
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に
ま
と
め
る
。
ま
た
、
明
治
期
に
関

し
て
も
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
が
あ
り
、
公
共
の
図
書
館
な
ど
で
調
査
が
不
可
能
だ
っ
た
な
ど
不
十
分
な
部
分
は

新
年
度
に
補
う
。
現
地
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
海
外
資
料
に
つ
い
て
は
、
状
況
が
落
ち
着
い
て
か
ら
可
能

と
な
れ
ば
と
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
調
査
の
過
程
で
、
直
接
万
博
の
資
料
で
は
な
い
が
、
海
外
資
料
の
中
に
、
近
代
の
茶
の
湯
の
文
献
に
つ

い
て
も
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
の
で
、
茶
の
湯
文
化
学
会
等
に
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
報
告
す
る
。
ま
た
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
の
４
月
23
日
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
茶
学
会
で
も
こ
の
テ
ー
マ
で
発
表
す
る
。

三
、
研
究
協
力
と
資
料
調
査
に
つ
い
て

　

国
内
の
万
博
の
資
料
に
関
し
て
は
、
主
に
乃
村
工
藝
社
万
博
資
料
館
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
茶
道
に
関
す

る
今
研
究
は
単
独
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
日
本
茶
全
体
の
海
外
展
開
と
し
て
万
博
に
注
目
し
た
研
究
を
井
戸

幸
一
氏
（
乃
村
工
藝
社
）
と
二
〇
一
八
年
度
か
ら
は
じ
め
、
共
同
調
査
し
た
資
料
を
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
提
出
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
の
日
本
茶
文
化
研
究
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
資
料
と
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
当
初
調
査
予
定
と
し
て
い
た
大
阪
府
立
図
書
館
万
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
高
島
屋
史
料
館
万
博
資
料
へ
は
新

年
度
に
行
う
。
近
代
の
万
博
に
出
品
や
受
賞
歴
が
あ
る
香
蘭
社
や
深
川
製
磁
な
ど
有
田
焼
の
取
材
、
そ
し
て
近
代

以
前
の
日
本
茶
の
輸
出
状
況
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
博
物
館
の
ご
協
力
を
得
て
、
松
浦
史
料
博
物
館
、
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
な
ど
の
調
査
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

公
式
報
告
書
や
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
を
中
心
に
、
先
行
研

究
も
参
考
と
し
な
が
ら
行
っ
た
。
海
外
資
料
の
所
蔵
先
の
情
報
提
供
に
関
し
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
リ
ヤ
氏
（
ウ
ェ

イ
ク
フ
ォ
レ
ス
ト
大
学
）
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
万
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
以
下
の
図
書
館
、

博
物
館
の
資
料
調
査
協
力
を
い
た
だ
い
た
。



　
U

CLA

貴
重
図
書
館
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
万
博
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
／
シ
カ
ゴ
歴
史
博
物
館
リ
サ
ー
チ
セ
ン

　

タ
ー
（
シ
カ
ゴ
万
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
／
イ
リ
ノ
イ
大
学
貴
重
資
料
図
書
館
（
万
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
／U

C

・
バ
ー

　

ク
レ
ー
大
学
図
書
館
（
万
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
／
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
歴
史
博
物
館
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー

　

日
本
が
海
外
向
け
に
作
成
し
た
英
文
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
側
の
公
式
報
告
書
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

万
博
関
連
英
文
書
籍
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
、H

athi Trust D
igital Library

を
中
心
に
主
に
開
催
地
の
公

共
図
書
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
年
度
は
現
地
限
定

公
開
資
料
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
で
あ
る
。

　

海
外
新
聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
調
査
は
、
国
内
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
分
に
限
ら
れ
た
が
、
有
料
サ
イ
ト
を

含
め
、
以
下
を
主
に
行
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
つ
い
て
は
現
地
資
料
が
未
調
査
で
あ
る
た
め
、
次
回
の
課
題
と

す
る
。

　
　

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（Am

erica's H
istorical N

ew
spapers

）,N
ew

spapers.com

（
ア
メ
リ
カ
）, 

イ
ギ

　
　

リ
ス
新
聞
ア
ー
カ
イ
ブ, ProQ

uest Central(

ア
メ
リ
カ)

　

茶
業
資
料
に
関
す
る
主
な
以
下
の
所
蔵
先
で
の
調
査
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
日
本
茶
業
中
央
会
、
国
立
野
菜
茶

業
研
究
所
に
つ
い
て
は
資
料
が
多
い
た
め
再
度
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

ふ
じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
日
本
茶
業
中
央
会
、
静
岡
県
茶
業
会
議
所
、
斎
田
記
念
資
料
館
、

　
　
　

袋
井
茶
文
化
資
料
館
、
世
界
緑
茶
協
会

附
：
ふ
じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
紀
要
へ
の
寄
稿
原
稿
の
要
約
（
次
ペ
ー
ジ
か
ら
）

「
近
代
の
万
国
博
覧
会
で
展
開
さ
れ
た
日
本
茶
道
―
明
治
期
20
世
紀
初
頭
ま
で
」

１
．
前
期
と
し
て
明
治
期
に
日
本
が
参
加
し
た
主
な
万
博
か
ら
検
討
を
す
る
。
な
お
、近
代
の
万
博
の
解
説
で
は「
茶

の
湯
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
本
稿
で
は
「
茶
道
」
と
同
義
に
用
い
た
。

２
．
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
ウ
ィ
ー
ン
万
博

　

万
博
の
報
告
書
『
澳
国
博
覧
会
参
同
記
要
』 １
に
よ
る
と
、
鳥
居
、
神
殿
、
神
楽
堂
、
日
本
庭
園
、
売
店
が
設
置

さ
れ
た
。
ま
た
同
書
に
「
一
室
ニ
ハ
台
子
ヲ
据
ヘ
茶
器
を
陳
列
シ
」
と
茶
道
具
の
展
示
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　

出
品
物
を
撮
影
し
た
『
澳
国
維
府
博
覧
会
出
品
撮
影
写
真
帖
』 ２
に
台
子
は
見
ら
れ
な
い
が
、
茶
道
具
と
棚
が
確

認
で
き
る
（
図
１
）。
同
写
真
帖
の
「
製
茶
」
の
分
類
で
別
に
茶
見
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
農
産
物
の
「
茶
」

の
文
化
と
し
て
の
茶
道
具
を
意
識
さ
せ
る
目
的
と
い
う
よ
り
も
、
輸
出
用
工
芸
品
と
し
て
の
期
待
が
主
な
役
割
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図 1　
「茶架茶器」『澳国維府博覧会出品撮影
写真帖』

（早稲田大学図書館蔵）



３
．
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博

　

明
治
政
府
は
、
日
本
館
と
し
て
二
階
建
て
の
日
本
家
屋
と
売
店
、
日
本
庭
園
を
造
り
、
参
加
し
た
。（『
米
国
博

覧
会
報
告
書
第
２
巻　

日
本
出
品
目
録
』
３
）
茶
の
展
示
は
農
業
館
で
行
わ
れ
、茶
樹
の
成
長
段
階
を
絵
で
紹
介
し
、

見
本
茶
が
並
べ
ら
れ
て
い
た(

４)

。
茶
道
具
は
「
許
多
の
遊
戯
」
の
分
類
で
、
香
道
具
と
歌
会
道
具
と
共
に
展
示

さ
れ
た
。

３
・
１　

公
式
出
品
目
録
の
「
茶
の
湯
」
の
紹
介

　

万
博
の
日
本
委
員
を
務
め
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ワ
グ
ネ
ル
が
編
集
し
た
英
文
の
『
費
府
博
覧
会
日
本
出
品
目

録
』５ 

（
以
下
『
出
品
目
録
』）
で
、「
茶
の
湯
」
に
つ
い
て
「
陶
磁
器
」、「
園
芸
」、「
農
産
物
（
茶
）」
の
三
か
所

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
農
産
物
」
の
「
茶
」
の
解
説
文
中
で
、「
茶
の
湯
」
の
歴
史
、
茶
会
の
流
れ
、
茶
器
に
つ
い
て
説
明
が
茶
に
関

す
る
解
説
の
三
分
の
二
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
的
に
英
文
で
「
茶
の
湯
」
が
紹
介
さ
れ
た
極
初
期
の

も
の
で
あ
り
、
茶
道
史
と
し
て
記
録
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。

　
「
茶
の
湯
」
が
陶
磁
器
、
園
芸
、
農
産
物
の
解
説
の
中
で
繰
り
返
し
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
輸
出
促
進
の

役
割
を
持
た
せ
ら
れ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

３
・
２ 

茶
器
の
展
示

　

起
立
工
商
会
社
は
「
茶
の
湯
」
道
具
一
式
を
出
品
し
、他
に
、「
製
造
物
」
の
区
画
で
古
陶
磁
器
を
出
品
し
て
い
た
。

同
社
の
出
品
物
は
、
あ
ら
か
じ
め
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
（
現
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
）

へ
の
納
入
を
前
提
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
た
６ 

。
そ
れ
以
外
で
は
、『
米
国
博
覧
会
報
告
書
第
２
巻　

日
本
出
品
目

録
』
か
ら
陶
磁
器
類
だ
け
で
も
、
永
楽
善
五
郎
、
高
橋
道
八
、
清
水
蔵
六
、
宮
川
香
山
な
ど
の
名
が
あ
り
、
茶
器

と
判
別
で
き
る
出
品
物
は
20
点
を
超
え
る
。

３
・
３　

万
博
か
ら
海
外
で
の
展
開
に
つ
い
て

⑴
．
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
フ
ラ
ン
ク
ス
と
『
出
品
目
録
』

　

大
英
博
物
館
学
芸
員
フ
ラ
ン
ク
ス
が
、
日
本
陶
磁
器
の
展
覧
会
図
録
の
執
筆
や
、
後
の
『
日
本
陶
器
（Japanese 

Pottery

）』（
１
８
８
０
）
に
、
万
博
の
『
出
品
目
録
』
の
影
響
を
与
え
た
部
分
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
序

文
に
は
「
茶
の
湯
」
が
解
説
さ
れ
、
陶
磁
器
の
理
解
に
茶
の
湯
の
知
識
を
必
要
と
し
た
考
え
が
見
ら
れ
る
。

⑵
．
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
の
茶
事
体
験

　

ド
レ
ッ
サ
ー
の
日
本
視
察
旅
行
記
『Japan: Its Architecture, Art, and Art　

M
anufactures

』（
１
８
８
２
）

に
、
京
都
府
知
事
に
招
か
れ
て
「
茶
の
湯
」
に
参
加
し
た
経
験
や
、
工
芸
品
を
説
明
す
る
際
に
も
「
茶
の
湯
」
に

つ
い
て
記
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
は
知
事
が
外
国
人
賓
客
に
茶
事
の
も
て
な
し
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
事

実
も
、
記
録
し
て
お
く
べ
き
内
容
と
思
わ
れ
る
。

 　

図 2　
日本の売店 7



４
．
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
第
３
回
パ
リ
万
博

４
・
１　

公
式
解
説
書
の
中
の
「
茶
の
湯
」

　

フ
ラ
ン
ス
語
で
作
成
さ
れ
た
日
本
出
品
物
の
公
式
解
説
書
『Le Japon à l'Exposition universelle de 1878

』

「
茶
：
文
化
と
栽
培
・
製
造
」
の
中
で
、「
茶
の
湯
」
は
歴
史
を
紹
介
す
る
部
分
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
前
回
の
万

博
の
解
説
書
と
異
な
り
、
茶
の
湯
の
説
明
は
短
い
。
序
文
に
「
こ
の
冊
子
に
目
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
製

造
物
に
つ
い
て
、
そ
の
使
い
方
な
ど
の
十
分
確
か
な
知
識
を
持
つ
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
あ
る
た
め
（
安

永
訳
）
８
、
茶
の
湯
は
実
用
的
な
情
報
を
主
に
す
る
場
合
は
少
な
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
わ
か
る
。

　

茶
に
関
し
て
は
、
米
国
で
日
本
茶
の
消
費
が
伸
び
て
い
た
時
期
で
、
飲
み
物
と
し
て
の
認
知
度
は
既
に
あ
り
、

文
化
面
を
伝
え
る
意
義
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
蔓
延
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

日
本
茶
の
消
費
が
少
な
い
地
で
も
あ
る
た
め
、
茶
そ
の
も
の
を
伝
え
よ
う
と
い
う
戦
略
が
選
択
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

４
・
２　

茶
室
と
呈
茶
に
つ
い
て

　
「
茶
室
」
で
は
、
日
本
の
公
式
報
告
書
『
佛
蘭
西
巴
里
府
萬
國
大
博
覽
會
報
告
書　

第
二
編
』
９
か
ら
、
呈
茶
も

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

園
ノ
中
央
ニ
ハ
國
風
ノ
小
茶
室
ヲ
築
キ
室
内
ニ
銅
、
陶
、
漆
器
及
ビ
蒔
繒
ノ
小
書
棚
、
花
鳥
の
帖
、
盆
栽
等

　
　

ヲ
散
置
シ
來
客
ア
レ
ハ
此
室
ニ
延
ヒ
テ
我
茶
菓
ヲ
供
セ
リ

　

１
８
７
８
年
6
月
8
日
『The Illustrated London N

ew
s

』
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
（
図
3
）
よ
り
煎
茶
が

呈
茶
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
週
間
新
聞
『L

’Exposition de Pari

』(

１
８
７
８)

の
記
事
に
、
一
般
公
開
は

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と 

１０

、「
オ
ー
ナ
ー
が
ゲ
ス
ト
を
招
待
し
て
茶
を
振
舞
っ
て
い
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

抹
茶
に
つ
い
て
は
、
今
井
（
２
０
０
２
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
万
博
の
折
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
美
術
評
論
家
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ビ
ュ
ル
テ
ィ
の
自
宅
に
日
本
人
が
集
ま
り
、
即
興
の
茶
会
を
催
し
て
い
た
と
い
う
１１
。
ま
た
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ
は
、

万
博
の
日
本
の
建
物
で
「
茶
人
た
ち
の
小
さ
な
飾
り
の
な
い
茶
碗
」
を
見
せ
て
も
ら
い
、「
粉
末
状
に
な
っ
た
茶
を

取
り
出
し
、そ
れ
を
小
さ
な
茶
碗
の
１
つ
に
入
れ
」
と
、茶
の
湯
と
は
書
い
て
い
な
い
が
、「
そ
の
習
慣
の
手
ほ
ど
き
」

が
な
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
（
今
井
訳
）。
限
定
客
に
で
は
あ
る
が
、
茶
の
湯
の
器
の
理
解
の
た
め
に
抹
茶
の
点
前

を
実
演
し
、
説
明
を
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
の
伊
藤
（
２
０
０
４
）
の
研
究
に
よ
り
、
万
博
後
に
セ
ー
ヴ
ル
陶
磁
器
美
術
館
に
収

め
ら
れ
た
茶
道
具
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
１２
。
こ
れ
ら
茶
道
具
の
理
解
の
た
め
、
茶
の
湯
の
知
識
は
フ
ラ
ン
ス
の

日
本
陶
磁
器
研
究
者
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。

 

５
．
１
８
９
３(

明
治
26)

年　

シ
カ
ゴ
万
博

５
・
１　

鳳
凰
殿
の
中
の
茶
の
湯

　

鳳
凰
殿
は
宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂
（
阿
弥
陀
堂
）
を
模
し
た
純
日
本
風
の
建
物
で
あ
っ
た
。
岡
倉
覚
三
が
英
文
の

解
説
書
『TH

E H
O

-O
D

EN

』１３

を
担
当
し
、
左
翼
廊
は
「
藤
原
時
代
」、
右
翼
廊
は
「
足
利
時
代
」、
中
堂
は
「
徳

川
時
代
」
と
三
棟
か
ら
な
り
、「
茶
の
湯
」
は
「
足
利
時
代
」、
禅
の
哲
学
に
基
づ
い
た
簡
素
で
新
し
い
生
活
様
式

が
生
ま
れ
た
時
代
の
文
化
と
し
て
紹
介
し
た
。「
茶
の
湯
な
ど
の
美
的
行
為
は
、
そ
れ
ま
で
の
長
い
内
戦
の
後
に
、

図 3　
日本庭園内茶室内装

『The Illustrated London News』



心
の
静
け
さ
を
取
り
戻
す
と
い
う
仏
教
的
役
割
を
示
す
」
と
、
前
の
万
博
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
仏
教
の
影
響

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
鳳
凰
殿
は
、
建
築
と
美
術
の
壮
麗
・
優
美
さ
を
示
し
、「
室
内
装
置
ノ
位
置
及
用
法
ヲ

知
ラ
シ
メ
」、国
威
発
揚
と
貿
易
拡
張
と
い
う
二
重
の
目
的
を
持
っ
て
い
た
。（「
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
議
事
」『
官

報
』 
１
８
９
３
・
６
・
７
）１４

そ
の
た
め
、
茶
道
具
の
配
置
も
実
用
の
過
程
を
示
す
と
い
う
趣
旨
に
沿
っ
て
い
た
。

  ５
・
２　

喫
茶
店
で
の
呈
茶
に
つ
い
て

　

喫
茶
店
は
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
の
運
営
で
、
数
寄
屋
造
り
の
「
抹
茶
席
」、
御
殿
造
り
の
「
玉
露
製
煎
茶

席
」、
四
阿
屋
造
り
の
「
普
通
席
」（
紅
茶
、
緑
茶
）
の
３
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。（『
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』

１
８
９
５
）

　

久
保
田
米
僊『
閣
竜
世
界
博
覧
美
術
品
画
譜 

第
３
集
』（
大
倉
書
店
１
８
９
３
）に
描
か
れ
た「
日
本
茶
喫
茶
店
」（
図

４-

３
）
で
は
、
壁
を
外
し
た
部
屋
に
台
子
を
置
き
、
点
前
座
に
女
性
、
隣
に
裃
を
付
け
た
男
性
が
半
東
の
様
に
座

し
、
運
び
は
男
性
が
担
当
し
て
い
る
。
客
は
外
の
椅
子
に
腰
か
け
て
い
る
な
ど
、
席
の
様
子
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

１
８
９
３
年
10
月
22
日
の
『Chicago D

aily Tribune

』
に
、
各
国
の
喫
茶
店
を
取
材
し
た
万
博
特
集
記
事
「Cups 

Cheer

」
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
（
図
４-

４
）
と
体
験
談
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

高
貴
な
飲
み
物
な
ら
、
日
本
の
「
儀
式
の
茶
」
が
あ
る
。
凛
と
し
た
日
本
人
が
、
繊
細
な
茶
碗
、
紙
ナ
プ
キ

　
　

ン
と
菓
子
、
土
産
用
の
小
袋
の
茶
を
盆
に
乗
せ
て
目
の
前
に
置
い
た
。
茶
碗
は
釜
の
前
に
座
っ
て
い
る
亭
主

　
　

に
預
け
ら
れ
、
彼
が
竹
の
匙
で
壺
か
ら
粉
に
な
っ
た
茶
を
一
匙
す
く
っ
て
茶
碗
に
入
れ
、
竹
の
柄
杓
で
大
匙

　
　

５
～
６
杯
程
度
の
湯
を
注
ぐ
。
そ
れ
か
ら
非
常
に
興
味
深
い
道
具
「
茶
筅
」
で
混
ぜ
合
わ
せ
、
上
品
な
接
客

　
　

係
が
客
前
に
出
す
。
菓
子
を
食
べ
て
か
ら
飲
む
。
茶
は
泡
立
っ
た
緑
の
液
体
で
、
こ
の
味
の
奥
深
さ
は
一
杯

　
　

２
ド
ル
い
や
４
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
。
幸
福
感
と
亭
主
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
沸
き
立
っ
て
き
た
。

　

記
事
か
ら
、
こ
の
時
は
男
性
が
台
子
で
薄
茶
を
点
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
茶
産
国
の
喫
茶
店
よ
り
も
日
本

の
記
述
が
多
く
、
か
つ
高
級
な
茶
文
化
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ

る
役
割
を
十
分
担
っ
て
い
た
と
茶
業
界
も
認
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。

  

図 4-1　
鳳凰殿内の茶室（『THE HO-ODEN』）

図 4-3　
「日本茶喫茶店」
（『閣竜世界博覧会美術品画譜』）

図 4-2　
「日本の茶室（Japanese tea house）」
国立国会図書館蔵



６
．
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博

６
・
１　

農
業
館
で
展
示
さ
れ
た
「
茶
の
湯
」

　

農
業
館
に
二
畳
程
度
の
「
御
殿
風
家
屋
」
を
建
て
、
台
子
で
「
茶
の
湯
の
式
」
を
す
る
永
徳
斎
作
の
等
身
大
人

形
二
体
を
展
示
し
た
。（『
日
本
茶
業
史
』）
茶
の
湯
を
日
本
茶
の
文
化
と
し
て
中
心
に
置
き
、
そ
の
周
り
に
茶
壺
、

前
に
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
た
茶
葉
を
展
示
展
開
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
図
５-

１
）
茶
の
湯
を
等
身
大
の
人
形
で

再
現
す
る
と
い
う
手
法
は
、
１
９
１
５
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
、
１
９
２
６
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
な

ど
後
の
万
博
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。

６
・
２　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
中
の
茶
の
湯

　

星
一
（
１
８
７
３
～
１
９
５
１
）
に
よ
る
英
文
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『H

andbook of Japan and Japanese 
exhibits at W

orld's fair

』（
１
９
０
４
）
で
、「
日
本
の
代
表
的
な
製
品
で
あ
る
茶
は
、
農
業
館
で
最
も
重
要
な

展
示
品
で
、
正
面
にtea cerem

ony

を
す
る
２
人
の
女
性
の
人
形
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
る
」
と
、
紹
介
し

て
い
る
。
こ
こ
で
「
茶
の
湯
」
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
使
わ
れ
ず
、
英
語
で
「tea cerem

ony

」
と
の
み
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
市
民
に
日
本
文
化
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
要
因
か
と
思
わ
れ
る
。

　

キ
ム
（2012

）１5

に
よ
る
と
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
前
後
か
ら
「
着
物
で
茶
を
飲
む
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、

ア
メ
リ
カ
の
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「tea cerem

ony

」
の
体
験
記
事
も
出
現
す
る
。

　

B. H
.

チ
ュ
ン
バ
レ
ン
の
『
日
本
事
物
誌
』（
１
８
９
０
）
松
本
君
平
の
「The Tea Cerem

ony of Japan

」

（『
リ
ッ
ピ
ン
コ
ッ
ト
』
１
８
９
５
）、W

.

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ミ
ス
「
茶
の
湯
」（『
ロ
ン
ド
ン
日
本
学
会
紀
要
』

１
９
０
０
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
の
も
こ
の
万
博
前
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
の
新
聞
検
索
だ
け
で
も
、
シ

カ
ゴ
万
博
開
催
の
１
８
９
３
年
か
ら
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
開
催
に
あ
た
る
１
９
０
４
年
ま
で
に
「tea cerem

ony

」

を
含
む
記
事
が

150
件
以
上
を
数
え
た
。
新
聞
で
も
ア
メ
リ
カ
人
が
目
に
す
る
単
語
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

図 4-4
「CEREMONIAL TEA IN JAPAN」
Chicago Daily Tribune,
1893 年 10 月 22 日

図 5-1
セントルイス万博農業館の展示

（『日本茶業史』）



図 5-2　
日本喫茶店（ミズーリ歴史博物館蔵）

図 5-3　
金閣寺喫茶店 3 階平面図

図 5-4　
新聞記事の写真

図 5-5　
日本館内装（ミズーリ歴史博物館蔵）
  

６
・
３　

喫
茶
店
で
の
茶
の
湯

　

金
閣
寺
喫
茶
店
は
金
閣
寺
を
模
し
た
３
階
建
て
で
、
茶
業
組
合
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領

訪
問
時
や
貴
賓
へ
の
茶
菓
接
待
で
も
活
用
さ
れ
た
。
万
博
公
式
写
真
集
１6
に
も
、
美
し
い
日
本
庭
園
と
建
物
と
し
て
、

金
閣
寺
喫
茶
店
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
図
５-

２
）「
抹
茶
式
」「
煎
茶
式
」
の
「
優
美
な
る
技
術
」
に
長
け
た
男

女
十
数
名
を
給
仕
人
と
し
て
日
本
か
ら
渡
航
さ
せ
、
一
等
１
ド
ル
、
二
等
50
セ
ン
ト
、
三
等
25
セ
ン
ト
、
四
等
10

セ
ン
ト
と
、
ラ
ン
ク
別
に
菓
子
と
茶
（
緑
茶
、
紅
茶
）
を
呈
し
た
。

　

公
式
報
告
書
に
付
け
ら
れ
た
平
図
面
（
図
５-

３
）
か
ら
、
３
階
は
畳
敷
き
で
炉
が
切
ら
れ
て
い
た
様
子
が

わ
か
る
が
、
ど
の
よ
う
に
「
抹
茶
式
」
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
、
新
聞
記
者
の
体
験
記
事
「
日
本
区
のTea 

Cerem
ony

」
に
詳
し
い
。（
以
下
抄
訳
）

　
　
「Tea Cerem

ony

」
は
、
上
流
階
級
の
間
で
行
わ
れ
る
儀
式
的
な
も
の
で
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
佐

　
　

野
氏
（M

r. K.Sano

）
は
、
東
京
で
教
室
を
開
き
、
良
家
の
子
女
に
教
え
て
お
り
、
そ
の
生
徒
を
連
れ
て
来
た
。

　
　

日
本
の
礼
法
は
ス
ペ
イ
ン
の
法
廷
以
上
に
厳
し
い
と
言
え
る
。
昔
か
ら
客
は
５
名
以
下
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、着
物
姿
が
優
雅
な
「
あ
べ 

み
ね
嬢
」
の
点
前
で
薄
茶
が
点
て
ら
れ
て
い
く
様
子
を
順
次
解
説
し
て
い
る
。

記
事
に
添
え
ら
れ
た
写
真
（
図
５-

４
）
と
記
事
か
ら
、
台
子
を
用
い
、「
薩
摩
焼
」
の
茶
碗
で
点
て
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
記
事
は
全
米
の
複
数
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
多
く
の
人
々
が
興
味
を
持
ち
、
目
に
し
た

と
い
え
る
１7
。
ま
た
、
ミ
ズ
ー
リ
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
写
真
（
図
５-

５
）
か
ら
、
唐
銅
の
皆
具
で
あ
っ
た
こ
と
や

天
板
に
蓋
と
台
付
き
の
茶
碗
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
後
方
に
炭
斗
も
置
か
れ
て
い
る
様
子
も
読
み
取
れ
る
。

 　 　

キ
ム
（
２
０
１
２
）
の
調
査
で
、「
日
本
」
に
つ
い
て
触
れ
た
地
元
の
新
聞
記
事
が
万
博
開
催
年
は
前
年
比
で

２
・
５
倍
以
上
と
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
特
に
呈
茶
す
る
着
物
の
女
性
た
ち
は
「
テ
ィ
ー
ガ
ー
ル
ズ
」

と
呼
ば
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
と
な
り
、
日
本
の
印
象
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。（『St. Louis Post-
D

ispatch

』
１
９
０
４
年
５
月
29
日
）



　

女
性
が
点
前
を
担
当
し
た
の
は
、
国
内
の
茶
の
湯
人
口
に
女
性
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
理
由
の
一
つ
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
１
９
０
５
年
出
版
の
『
茶
の
湯
』
で
、
モ
ラ
エ
ス
が
女
子
の
習
い
事
と
し
て
す
で
に
広
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。（
田
中　

２
０
１
３
）
万
博
に
お
い
て
、
特
別
な
誇
張
を
し
た
り
せ
ず
に
、
日
本

の
当
時
の
茶
道
文
化
を
万
博
で
表
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

７
．
さ
い
ご
に

　

明
治
期
の
万
博
で
は
、
純
粋
な
茶
道
文
化
の
普
及
と
い
う
目
的
で
は
な
く
、
初
期
は
殖
産
興
業
政
策
と
国
威
宣

揚
の
た
め
に
活
用
さ
れ
た
。
茶
業
界
側
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
と
主
に
日
本
茶
輸
出
促
進
の
役
割
を
期
待
さ
れ
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
開
催
国
で
は
、
茶
道
具
が
現
地
博
物
館
に
収
め
ら
れ
、
日
本
文
化
研
究
の
資
料
や

知
に
も
な
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
新
聞
や
雑
誌
記
事
を
通
じ
、
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
喫
茶
文
化
な
ど
生
活
へ
も

影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
も
具
体
的
に
見
え
て
き
た
。
さ
ら
に
現
地
資
料
の
調
査
を
行
い
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

補
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
以
降
、
国
内
の
茶
道
文
化
の
変
化
も
万
博
で
反
映
さ
れ

て
お
り
、
今
回
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
周
辺
資
料
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
の
で
、
公
開
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
究
を
可
能
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
協
力
者
、
関
係
諸
氏
に
感
謝
の
意
を
添
え
る
。
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